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情報処理 セ ンターでの画像 デー タの取 り扱 い方

情報処理センター 湊 敏

この解説では、本学情報処理セ ンタ0で 画像データを取 り扱 う方法 につ いて述べ

た。 まず、一般的な画像デ0タ の種類 について解説 した。つ ぎに、情報処理セ ンタ
.___で画像データを取 り扱 うためのハー ド・ウェアおよびソフ ト・ウェアの解説を行

った。

近年 、パ ー ソナル ・コ ン ピュータ(パ ソコ ン)の 性 能が 向上 し、パ ソコ ンで いろ いろな

画像 デ ー タの処理 がで き るよ うにな って きた。本 学情報 処理 セ ンタ ーで は、 ミニ ・ス ーパ

ー コ ン ピュー タ
、 ワー ク ・ステ ー シ ョン、パ ソ コ ンが イ ーサー ・ネ ッ トで接続 され て い る

の で、個 々の コ ン ピュー タを利 用 して作成 した画像 デー タを他の コ ンピュ..__タで再加 工す

る こと も容易 にで き る。

種 々の コ ン ピュー タを利用 して画像 デ ータを処理 す るた め には、画像 デー タの保 存形 式

お よび フ ァイル転送 の知 識が必要 にな って くる。 この解 説 では、 画像 デー タの保 存 形式 お

よび フ ァイル転 送 につ いて説 明 した。

§1.画 像データの保存形式

現在使用されている画像データの形式は、3つ に大別することができる。これ らは、ペ

イ ン ト系、 ドロー系、およびポス トスクリプ ト系である。これ らは、どれがよいといった

ことはな く、 どれに も特徴があ り、用途 によって使い分け られている。 これ ら3種 類の中

に も多 くのファイル形式があり、通常は拡張子で ファイル形式が区別 されている。 これ ら

のファイル形式の代表 的な ものを表1に まとめた。
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1面 フ ル の フ ー マ い

フ ォー マ ッ ト 拡張子 解 説

BMP形 式 bmp
windows3.1で の標 準の ビッ トマ ップ形式 。

ペイ ン トブ ラシで の標準 フ ァイル 。

TIFF形 式 of

種 々 の ア プ リケ」 シ ョン ・プ ログ ラム で 利 用 で き る。

ク ラ リス ワー ク スで 読 み 込 み 可 能 。

TaggedImageFileFormat

GIF形 式 gif

CompServeで 提 唱 され た 形 式 。256色 ま で 表 示 可 能 。

HTMLで の 標 準 イ ン ライ ン画 像 。

GraphicsInterchangeFormat

JPEG形 式 JPg
jif

ISO(国 際標準化機構)とCCITT(国 際電信電話諮 問委 員会)

に よって提唱 され た画像 データ圧 縮の ための基準 にの っとつ

た圧 縮画像 デ ータ形 式。HTMLで 使用 されてい る。
JointPhotographicExpertsGroup

PCD形 式 pcd
CD-ROMで 標 準 とな って い るPhotoCDの フ ォー マ ッ ト。

Kodak社 の 登 録 商 標 。

PICT形 式 pic

pct
Macintoshの 標 準 フ ォ ー マ ッ ト。

ラスター形式 ras SUNの ワー ク ・ス テ ー シ ョ ンの 標 準 フ ォー マ ッ ト。

RGB形 式 rgb
シ リコ ング ラ フ ィ ック ス の ワー ク ・ス テ ー シ ョ ンの 標 準 フ ォ
ー マ ッ ト

。

XBM形 式 xbm
X-Window(UNIX)上 で の 標 準 フ ォー一マ ッ ト。パ ソ コ ンで は ほ

とん ど使 用 され て い な い 。

X形 式 X
X-Window(UNIX)上 での標準 フォー一マ ッ トであ るXBM形 式

を改良 した もの。パ ソコ ンでは ほ とん ど使 用 されて いない。

MAG形 式 mag

まきちゃんNETで 提唱された形式。 日本独 自のもので、 日本

では16色 画像の事実上の標準形式になっている。256色

表示可能。

RLE形 式 rle

Windows3.1標 準 の 画 像 圧 縮 形 式 。Windows起 動 時 の ロ ゴ画

面 は こ の形 式 で保 存 され て い る。

Run-LengthEncodedFile

MSP形 式 msp
windows2.x付 属の お絵 描 き ソフ ト 「ペイ ン ト」の形式。 「ペ

イ ン トブラ シ」で読 み込 み可 能。

WMF形 式 wmf
Window3.1の 標準 ベ クタ形式 。Windows上 の ドロー系 のア プ

リケ ー シ ョン ・プ ログラムな らばほ とん ど利用 でき る。

DXF形 式 dxf

CADソ フ トで 、画像 デー タ互換 のた めのベ クタ形式。高機 能

ドロー ソフ トのデ ータ互換 と して使用 され る。
DataExchangeFormat

PS形 式 ps
ポス トス ク リプ ト形式。通 常 は、 ポス トス ク リプ ト対応 プ リ

ンタで 印刷 す るため に用 い る。

EPS形 式 eps

AdobeSystcm社 で 開発 さ れ た ポ ス トス ク リプ ト形 式 。通 常 は、

ポ ス トス ク リプ ト対 応 プ リ ンタで 印刷 す るた め に用 い る。

EncapsulatedPostscriptFormat
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種 々の画像 デー タを デ ィスプ レイ上 に表示 させ る には、 ロ..._ダまたは ヴ ュー ワと呼ばれ

る ソフ ト ・ウ ェア があ る。 よ く利用 されて い る もの には、GV(Windows系)1)、xv(UNIX

系)2)、GraphicConverter(Macintosh)3)が ある。 これ らは、すべ て プ リ_.ウ ェア または シ

ェア ・ウ ェアであ り、パ ソコ ン通 信等 に よ り手 に入 れ る ことが で きる。 これ らの ソフ ト ・

ウ ェアを用 い るとほ とん どすべ ての画像 デ ータを デ ィスプ レイに表示 す る ことが で きる。

●ペイ ン ト系

ペイン ト系の画像 データは、最 も基本的な画像データで、デ ィスプ レイ上を指定 された

色の ドッ ト(点)で 塗 りつぶ して行 くものである。このため、この方式は ビッ トマ ップ形

式 とも呼ばれ る。 この ビッ トマ ップ形式には非常に多 くのファイル形式がある。(表1参

照)

ペイ ン ト系の特徴は次のようなものである。

1.図 形 としてではな く、 ビッ ト単位でデータを持 っているので、図形単位で

の図形の形や色の変更がほ とんどできない。また図形の拡大や縮小を行 うと

画像の品質が落 ちて しまう。(図1参 照)

2.微 妙なグラデー ションを扱 うことができる。

3.自 然画に向いている。

4.デ ータ量が非常に大 き くなる。(ド ロー系では200KBの 画像データがペ

イ ン ト系では5MB以 上 にな ることもある)

● ドロー系

ドロー系では、ディスプ レイを ドッ トで扱 うのではな く、デ ィスプレイ上 の図形を図形

の部品の集 まりとして扱 う方法である。すなわち、 ドロー系の図形は、直線 ・曲線や円と

いった部品の集ま りで構成 されている。これ らの部品は、それぞれの線の太 さや種類、角

度、図形の位置、色や網かけとい ったさまざまな情報を個別に管理 している。 これ らの情

報はベ クタ形式 と呼ばれる方法でファイルにされている。この形式は、使用す るソフ ト ・

ウェアによって異な っている。一般的な、ベ クタ形式のファイル としては、CADで 使用

されているDXF形 式の ものがある。

ドロー系の特徴 は次のような ものである。

1.図 形の修正、変形や色の変更、を行 いやす く、また拡大や縮小を行 って も

画像の品質は変わ らない。(図1参 照)

2.微 妙なグラデーシ ョンは作 りに くい。

3.自 然画は扱いに くく、幾何学 的な図形に向いている。

●ポス トスクリプ ト系

ポス トスクリプ ト系では、 ドロー系 と同 じように、図形を部品ごとに管理 している。デ

ータは、ページ記述言語 に変換されている。 このため、ポス トスク リプ ト系のデータは、
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ペ イ ン ト系 や ドロー系 と異 な り、通 常 はテキ ス ト形 式の デVタ であ る。EPS(Encapulated

PostScript)形 式 のデ ータ には、バ イ ナ リ形式 のデ ー・タ もあ るので注意 す る必 要 が ある。

ポス トス ク リプ ト系 の特徴 は次 の よ うな もので あ る。

1.テ キス ト形式 のデ ー タで あ るの で、種 々の コ ンピュー タで互 換性 があ る。

2.ポ ス トス ク リプ ト対 応 のプ リンタを利 用す る と、イ メー ジ どお りの印刷 が

可能 で あ る。

3.フ ァイル サイ ズが大 き くな り、 デー タのセ ーブ/ロ ー ドに時間が かか る。

これ らの 点か ら、 ポス トス ク リプ ト系 は 出力 用 に使 用 され る こ とが多 い。

以上のことをまとめると、ポス トスク リプ ト系は印刷用 として考え、画像の作成や加工

にはペイ ン ト系や ドロー系を用いるのが よG1と 思われる。ペイ ン ト系 と ドロー系の大きな

差 は、図形を拡大や縮小 したときに現われる。その様子を、図1に 示 した。ペイ ン ト系で

は図形を ドット単位で表わ しているため、図形を拡大す ると画像の品質が落ちて しま う(縮

小に対 して も画像は劣化する)。 一方、 ドロー系では、図形をベクタ形式で扱 っているた

め、図形の拡大 ・縮小に対 して画像の劣化は起 こらない。 したが って、グラデーシ ョンや

色の微妙な変化がともな う自然画を扱 うには、ペイ ン ト系を用いるのがよい。1度 描いた

図形をあ とか ら変形や修正を行 う必要があるときや精密な図面(た とえば、設計図)を 扱

うときは ドロー系を用いるのがよい。

ペ イ ン ト系 ドロ ー 系

図1.ペ イント系の画像 とドロ0系 の画像の差

ペイント系では ドット単位で図形が描かれているが、 ドロー系では図形は直線や円

という図形の部品で描かれている。拡大図には、そのことが描かれている。
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§2.情 報処 理 セ ンターで の画像 デー タの作成

現在 情報処 理 セ ンターで は、 ミニ ・スーパ ー コ ンピュータ、convex、 ワー ク ・ステ ー シ

ョン、irisお よびsun、 パ ソ コ ン、PC9801BA3、 が 利用可 能 とな って い る。 これ らの コ ン

ピュー タを利用 して 、画像 デ ータの作成 ・加工 ・出力の方 法 につ いて 述べ る。 画像 デー タ

の フ ァイル 形式 と して、TIFF形 式 を用 いる と互換 性 のあ る画 像 デー一タを作成 す る こ とが

で き る。

[1]convex

convexで 画像 デ ータを処 理す るに は、ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログラム、AVS、 を利 用す

る必要 が あ る。AVSは 、数 値デ ータの可視 化 ツール で あ り、 イメ ー ジデ ータを作 成す る

こ とがで き る。画像 デ ー タの保 存形式 は、X形 式 ま たはPS形 式 であ る。 したが って 、

convexの 画像 デ ータを他 の コ ン ピュータで利 用す るた め には、X形 式を一 般 的な フ ァイ

ル形 式 であ るTIFF形 式 に変換 す る必 要 があ る。出力 に関 して は、PS形 式の フ ァイル を作

成 して お けば、 ネ ッ トワVク ・プ リンタはすべて 利用 で きる。

[2]iris

irisで画像 デー タを処理 す るには、 アプ リケー シ ョン ・プ ログ ラム、ShowCase、 を 利用

す る必要 が あ る。ShowCaseは 、DTP用 の ソフ ト ・ウ ェアで あ り、種 々の 図形 を描 くこと

がで き る。 画像 デ ータの保 存形式 は、RGB形 式、TIFF形 式、 お よびEPS形 式で あ る。注

意 す るこ とは、irisの 作成 す るEPS形 式 の フ ァイル は、バ イ ナ リ形式 にな って い るため、

ネ ッ トワー ク ・プ リンタで は 出力で きない こ とで あ る。

[3]sun

sunに 関 して は、現在 の ところ画像 デ ー タを作 成す るアプ リケー シ ョン ・プ ログ ラムは

持 って いな い。

[4]PC9801BA3

PC9801BA3は 、ペ イ ン ト系の 画像デ ー タ作 成用 と して ペ イ ン トブ ラシを、 ドロー系の

画像 デVタ 作成 用 と して、 クラ リス ・ワー クスを持 って い る。 これ らは、windows3・1の

もとで利 用可 能 とな る。ペ イ ン トブ ラ シで の画像 デ ー タの保 存形 式 は、BMP形 式で あ り、

ク ラ リス ・ワー クスで の保存 形式 は、 クラ リス ・ワー クス形 式で あ る。

[5]イ メ ー ジスキ ャナ ーに よる画像 デ ー タの作 成

現 在 イ メー一ジスキ ャナ は、sunのsparc2と い う ワー ク ・ステ ー シ ョ ンに接続 して あ る。

OpenWindowか らscantoolと い うコマ ン ドを入 力す るこ とに よ り、 イ メー ジスキ ャナを起

動 す る ことがで き る。取 り込 まれ た画像 デ ータの保存 形式 は、sunの ラス ター形 式 また は

TIFF形 式 で あ る。通 常 は、TIFF形 式で 保存 すれ ば よい。取 り込ん だ画像 デ ー タをconvex

のAVSで 利用 す るつ も りな らば 、sunの ラスター一形式 で保 存 してお けば、AVSに その ま

ま読 み込む こ とがで き る。
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§3.画 像 デ ー タの 出力

画像 デ ー タの 出力 に は2っ の方 法が あ る。1つ は、 アプ リケー シ ョン ・プ ログ ラムに画

像 デ ー タを読 み込 ん で、 アプ リケー シ ョン ・プ ログ ラムの印刷 ツ ール を利 用す る方 法 、 ま

たは 図形を デ ィス プ レイ に表示 してハ ー ド ・コ ピーを と る方法 で あ る。 もう1つ の方 法は 、

ポス トス ク リプ ト形 式の フ ァイル を作成 し、UNIXコ マ ン ドのlprを 利 用す る方法 で ある。

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログラムの 印刷 ツールを利 用 して 出力 を行 う場合 は、画像 が カ ラ

ーか モ ノク ロか に注意 してプ リンタを選 べ ば ほぼ 問題 な く印刷 で き る
。 問題 とな るの は、

カ ラーハ ー ドコ・ピー機 を利 用す るときであ る。 これ は、 デ ィスプ レイの解像 度 がプ リンタ

の解 像 度 よ り劣 って い るためで あ る。 デ ィスプ レイに表示 され て いるイ メー ジデ ータを 、

その ま ま1ピ クセル を プ リンタの1ド ッ トと して 出力す ると非 常 に小 さなイ メー ジにな っ

て しま う。 このた め、通 常 はプ リンタ側 で拡 大が行 われ る。 この拡大 の ため画像 の 品質 が

落 ちて しま う。 これ を避 け るため には、な るべ く大 きなイ メー ジデー タを作 る ことで対 応

す る。

現在 、情 報処 理 セ ンターが所 有 して い るプ リンター は以下 の もので ある。

● ポス トス ク リプ ト対応 プ リンタ(モ ノク ロ)

ricohプ リンタ:B4サ イ ズ まで

sunフoリ ンタ:A4サ イ ズまで(3台)

●ポス トス ク リプ ト対応 プ リンタ(カ ラー)

seikoプ リ ンタ:A4サ イ ズ まで(現 在 は、sparc2か らのみ使 用可 能)

● カ ラーハ ー一ドコ ピー=機'

ipx2専 用:A3サ イ ズまで(ipx2の 画面 のバ ー一ドコ ピー一専用)

● レーザ ープ リンタ(モ ノク ロ)

PC9801BA3用 プ リンタ:A4サ イ ズ まで(10台)

● イ ンク ジ ェッ トプ リンタ(カ ラ.___)

PC9801BA3用 プ リンタ:A4サ イ ズ まで

§4.フ ァイル 転送

情 報処理 セ ンターで は、種 々の コ ン ピュー タを利用 して 画像 デー タを作成 す る ことが で

きる。 これ らの画像 デ ータを別 の コ ン ピュー タで加 工 した り、 セ ンター利用者 が、 自分 の

パ ソコ ンで作成 した画 像 デ ータをセ ンター の コ ンピュー タで加 工 す る場 合 どう して もフ ァ

イル 転送 が必要 にな って くる。 また 、画像 デー タの 出力 に関 して も、 出力す るコ ン ピュー

タを選ぶ こ とに よ り、 フ ァイル 転送が必 要 にな って くる。 フ ァイル転 送 は、ftpを 用 いて

行 う。

ftpを 用 いて フ ァイル 転送 を行 うため には、画像 デー タの フ ァイル が アスキ ー フ ァイル

(テ キ ス トフ ァイル)か バ イ ナ リフ ァイルか を知 って お く必要 が あ る。画像 デー タの場合 、

あ りが たい こ とに、 これ らの ファイル はバ イナ リフ ァイルで あ る。1っ だ けの例外 は、印
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刷 用 のポ ス トスク リプ ト形式 の フ ァイル だ けで ある。 この フ ァイル だ けは、 アスキ ー フ ァ

イル にな って い る。

ftpを 起動 す る と転 送す るフ ァイル形 式 は、ア スキ ー形式 に な って い る。 この まま、バ

イナ リ形 式 の画像 デ ータを ファイル 転送す る と、 フ ァイル 転送 は問題 な く行 わ れ る。 しか

し、転 送 され た フ ァイルを デ ィスプ レイに表示 す る こ とがで きな い。バ イナ リ形 式 の フ ァ

イル を フ ァイル転 送す る ときは、ftpで バ イナ リを指定 す る ことが必 要 とな る。

例 と して 、sparc2上 のTIFF形 式 の画像 デー タdata1.tifをPC9801BA3に 転送す る場合 を

取 り上 げ る。

A>ftpsparc2

sparc2に 接 続(ユ ー一ザ ー名 、パ ス ワー ドの入 力)

ftp>binary

ftp>getdatal.tif

§5。 画像 デ ー タの利 用例

画像 デ ータ をイ メー ジスキ ャナで取 り込 み 、そ の画像 をPC9801BA3の クラ リス ワー ク

スを 用いて加 工す る方 法 を紹 介す る。現在 、情 報処理 セ ンター にある イメー ジスキ ャナ は、

SUNsparc2に 接続 されて い る。 したが って、 イ メー ジスキ ャナで取 り込 んだ デー タは、

PC9801BA3に フ ァイル 転送 して加工 す る必 要 があ る。 その手順 を示す 。

(1)sparc2に ログイ ンして、 イ メー ジスキ ャナを起動 し、画 像 デー一タの フ ァイル を作成

す る。 この とき注意 す る こ とは、画像 フ ォー マ ッ トと して 、TIFF形 式 を用 い るこ

とで あ る。 この ときで き るフ ァイル名 を 、data1.tifと す る。 フ ァイル 名 の拡張 子 は、

必 ず"tif"と して お く。 これ は、 フ ァイル名 がtifと い う拡 張子 を持 って いな い とク

ラ リス ワー クスが読 み込 んで くれ ないか らで あ る。

(2)PC9801BA3か らftpを 起 動 して フ ァイル 転送 を行 う。 この とき、必ず フ ァイル 形式

はバ イナ リ形式 を指定す る。

(3)ク ラ リス ワー クスの グ ラフ ィ ックを起動 して 、 さきほ どのdata1・tifと い うフ ァイル

を読 み込 む。 あ とは、 クラ リス ワー クスの命 令を実行 す れば よい。 た だ問題 は、 ク

ラ リス ワー クス は ドロー系 の図形処 理 プ ログ ラムであ るので 、 クラ リス ワー クスに

取 り込 まれ たイ メー ジは1つ の 図形 にな って い るので拡 大や縮 小、移 動 等 は簡 単 に

で き るが、 イメ ー ジの1部 の変更 や色 の変更 はで きな い。 イメ ー ジの加工 を行 う場

合 は、 ク リップ ボー ドに よ りイメー ジをペ イ ン トブ ラ シに持 って ゆ き、ペ イ ン トブ

ラ シで加 工す る必要 が あ る。

脚 注

1)Windowsで 画像 フ ァイル を表示す る。 フ ァイル の保 存形 式 は、BMP形 式 のみで あ る

が 、非 常 に多 くの画像 デ ータの表 示がで き る。飛 田方氏 に よる フ リー ウ ェア・
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2)X-windowで 画像 フ ァイル を表示す る。 フ ァイルの保 存形 式 は一 般 的な もの は選 択で

き るの で、 画像 フ ァイル の変換 ツール と して使 用 で きる。JohnBradleyに よる シ ェア ウ

ェア。

3)Macintoshで 画像 フ ァイル を表示 す る。 フ ァイル の保 存形 式 は一 般 的 な もの は選択 で

き るの で、画像 フ ァイル の変換 ツール と して使 用 で き る。ThorstenLemkeに よる シ ェア

ウ ェア。
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